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はじめに １０T程度では磁場効果が期待されない脂質分

子について，２次元的に配置されたいわゆるラングミュア

膜を形成した場合の磁気的挙動を調べるため，ラングミュ

ア膜を形成した水表面に励起される表面波についてその

磁場効果を調べている１）。重力加速度ｇ、密度ρ、表面張

力σとした分散式         は、液体ヘリウム２）

や純水３）の測定では、十分な精度で成立したが、ラング

ミュア膜を形成した場合、大きな系統誤差が観測された

（図１）。 

２．実験方法１、３） 水を張った表面波共鳴セルを磁場内に設置した。設置後，脂質分子を溶解

した有機溶媒を滴下して，単分子膜を形成した。水の高い誘電率を使い，交流電界（ｆ）により

波を励起し，波の検出も，誘電率変化により，これを含む発振回路により，周波数変化（２ｆの

FM 変調）に変換した。FM検波後，２ｆにおける振幅を得た。ｆを掃引し，振幅のピークから，共

鳴周波数を得た。温度を変化させて，表面波共鳴周波数が急に低下する液相条件を見出し，系が

平衡に達するように、１２時間ほど放置後、スペクトルを観測した。 

３．結果と考察  系統誤差の原因として、１）表面圧による表面形状変化がもたらす共鳴長の

変化（波数の変化）、２）表面波の境界条件（通常の解析では、壁で腹）による波数の変化、３）

減衰係数が大きいための共鳴ピーク周波数シフトについて考察した。１）は、共鳴長を変えてみ

ても、系統誤差は残った。２）でも単独では系統誤差が残ったが、１）と２）をともに変化させ

ると、系統誤差を消し去ることが可能であった。しかし、境界での位相条件が、腹から約３０度

もずれ、共鳴長も３割も実測と異なる結果となった。境界での反射波との位相が６０度もずれて

いるとすると、共鳴が起こらないと考えられることから、原因ではないものと推定された。３）

について、観測している壁面の水面変動を、バネと錘の強制振動（α＋２βｖ＋ω0
２ｘ＝Acosωt）

を仮定して,共鳴ピーク周波数ωＲ
２＝ω0

２―２β２とし、分散を調べたところ、系統誤差が消滅し

た。ただし、２β２なるパラメータが増えた分、磁場不均一による波数変化および表面圧への磁場

効果などの分離が困難となったため、磁場効果については、明確には示すことができなかった。 
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図１ ω２乗（上点）と分散式の右辺１）、 

内挿図は、共鳴スペクトル波形。 
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